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帳
合
之
法

卷
之
三

福
澤
諭
吉
訳

訳
者
付
記

第
二
編
の
本
式
（
注

）
で
は
、
諸
帳
簿
並
び
に
書
類
の
数
も
次
第
に
増
え
、
そ
の
名
称

1

に
つ
い
て
は
複
雑
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
英
文
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
原
書
を
見
て
自

分
で
疑
問
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
こ
の
訳
書
で
は
各
単
語
を
次
の
よ
う
に

訳
し
た
。
学
習
者
に
解
り
や
す
く
す
る
た
め
に
そ
の
例
を
示
す
と
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

帳
合

ブ
ッ
ク
キ
イ
ピ
ン
グ

帳
面

ブ
ッ
ク

略
式

シ
ン
グ
ル
・
エ
ン
タ
リ

あ
る
い
は
、
単
記
と
訳
す
も
よ
し

本
式

ド
ッ
ブ
ル
・
エ
ン
タ
リ

あ
る
い
は
、
復
記
（
注

）
も
よ
し

2

借

デ
ビ
ト

貸

ケ
レ
ヂ
ト

取
引

ト
ラ
ン
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

商
売

ビ
ジ
ニ
ス

勘
定

エ
ッ
カ
ヲ
ン
ト

差
引
又
は
掛
け

ヲ
ヌ
・
エ
ッ
カ
ヲ
ン
ト
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元
金

カ
ピ
タ
ル

利
足

イ
ン
テ
レ
ス
ト

元
入

イ
ン
ウ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト

日
記
帳

デ
イ
ブ
ッ
ク

大
帳

レ
ヂ
ヤ
ル

金
銀
出
入
帳

ケ
シ
ブ
ッ
ク

売
帳

セ
イ
ル
ブ
ッ
ク

清
書
帳

ジ
ョ
ル
ナ
ル

仕
入
帳

イ
ン
ウ
ェ
ン
ト
リ

送
状

イ
ン
ボ
イ
ス

手
形
帳

ビ
ル
ブ
ッ
ク

手
形

ビ
ル
又
は
〔
ノ
ヲ
ト
〕

商
売
品

メ
ル
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ

平
均
又
は
残
金

バ
ラ
ン
ス

平
均
改

ト
ラ
イ
ヤ
ル
・
バ
ラ
ン
ス

元
手
又
は
手
当

レ
ソ
ウ
ル
ス

払
口
又
は
引
負

ラ
イ
エ
ビ
リ
チ

利
益

ゲ
エ
ン

損
亡

ロ
ス

平
等
付
合

エ
ク
ヰ
リ
ブ
リ
ュ
ム
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平
均
表

バ
ラ
ン
ス
シ
イ
ト

為
替
又
は
両
替

エ
キ
ス
チ
ャ
ン
ジ

（
注

）
『
本
式
』
「
複
式
簿
記
」
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
あ
え
て
原
文
の
ま
ま
表
記
し
た
。

1

以
後
、
「
複
式
簿
記
」
と
訳
す
。

（
注

）
『
復
』
現
在
は
「
複
」
の
字
を
使
う
が
、
当
時
は
「
復
」
を
使
っ
て
い
た
？

2
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帳
合
之
法

卷
之
三

福
澤
諭
吉
訳

第
二
編

複
式
簿
記

総
論

一

単
式
簿
記
で
帳
簿
を
付
け
、
勘
定
を
作
成
す
る
こ
と
を
形
式
・
手
段
と
す
れ
ば
、
複
式

簿
記
で
帳
簿
を
付
け
る
こ
と
を
学
問
と
言
わ
ず
し
て
何
で
あ
ろ
う
か
。
真
に
こ
れ
を
学
問

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
単
式
簿
記
で
も
商
取
引
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
申
し
分

の
な
い
手
段
で
あ
る
が
、
複
式
簿
記
は
商
取
引
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
正
し
い

証
拠
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
詳
細
な
計
算
に
よ
っ
て
収
益
と
費
用
に
至
る
経
緯
を
表
す
も

の
で
あ
る
。

二

単
式
簿
記
と
複
式
簿
記
の
異
な
る
と
こ
ろ
は
そ
の
一
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
単
式
簿
記

に
お
い
て
は
、
取
引
の
結
果
を
知
る
た
め
に
大
帳
、
金
銀
出
入
帳
、
手
形
帳
あ
る
い
は
そ

の
他
の
小
帳
（
注

）
か
ら
総
勘
定
を
作
成
す
る
が
、
複
式
簿
記
で
は
資
産
、
負
債
、
収

3

益
、
費
用
を
す
べ
て
大
帳
一
冊
で
そ
の
結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
ま
た
両
者

の
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

単
式
簿
記
と
複
式
簿
記
の
相
違
を
知
る
た
め
に
は
、
初
編
の
第
三
章
と
第
二
編
の
第
三

章
（
注

）
と
を
比
較
す
れ
ば
解
る
。
取
引
の
内
容
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
帳
簿
の
付
け

4
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方
の
違
い
を
み
れ
ば
よ
く
解
る
で
あ
ろ
う
。

四

複
式
簿
記
は
単
式
簿
記
と
異
な
り
、
一
つ
の
取
引
を
二
重
に
も
三
重
に
も
大
帳
へ
記
入

す
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五

こ
の
記
帳
の
仕
方
で
は
、
大
帳
に
同
じ
金
額
を
借
貸
で
記
入
す
る
。
即
ち
、
帳
簿
の
借

の
方
（
注

）
へ
二
重
、
三
重
に
記
入
し
た
同
じ
金
額
を
、
貸
の
方
へ
も
二
重
、
三
重
に

5

記
入
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
借
貸
は
互
い
に
均
衡
す
る
こ
と
と
な
る
。

六

こ
の
方
法
で
記
帳
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
金
額

の
借
貸
を
も
っ
て
相
平
均
す
る
方
法
は
複
式
簿
記
の
原
則
で
あ
り
、
金
銭
に
明
る
い
商
売

人
は
、
実
際
に
こ
の
方
法
を
使
っ
て
大
変
便
利
だ
と
賞
賛
し
て
い
る
。

七

一
般
の
人
は
こ
れ
を
非
難
し
、
こ
の
方
法
は
分
け
が
解
ら
ず
複
雑
で
あ
り
、
未
熟
な
人

の
心
を
惑
わ
す
方
法
で
、
却
っ
て
、
帳
簿
と
し
て
の
用
を
成
さ
な
い
と
い
う
人
ま
で
い
る
。

考
え
て
み
る
に
、
こ
の
よ
う
な
愚
論
は
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
後
日
、
も
し
そ

の
人
が
多
少
な
り
と
も
知
識
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
こ
の
帳
簿
の
付
け
方
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
と
し
て
、
必
ず
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

八

も
し
、
複
式
簿
記
の
善
し
悪
し
を
疑
う
人
が
い
れ
ば
、
左
記
の
よ
う
に
答
え
よ
う
。
複

式
簿
記
は
単
式
簿
記
の
働
き
を
全
て
備
え
て
お
り
、
一
つ
と
し
て
欠
け
て
い
る
点
は
な
い
。

単
式
簿
記
の
働
き
は
一
つ
と
し
て
複
式
簿
記
に
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
複
式
簿
記

は
単
式
簿
記
の
働
き
を
更
に
十
分
に
成
す
も
の
で
あ
る
。

九

私
の
知
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
方
法
の
相
違
を
言
え
ば
、
単
式
簿
記
で
は

資
産
と
負
債
を
記
入
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
複
式
簿
記
で
は
資
産
と
負
債
を
示
し
、
更
に



- 3-6 -

ま
た
、
収
益
と
費
用
の
結
果
も
示
す
。

十

こ
れ
が
複
式
簿
記
の
一
番
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
慎
重
な
人
は
必
ず
こ

の
方
法
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
取
引
の
利
不

利
を
互
い
に
比
較
し
て
利
の
あ
る
方
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
。
単
式
簿
記
で
は
書
き
損
じ

や
勘
定
違
い
を
そ
の
ま
ま
見
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
が
、
複
式
簿
記
で
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。

十
一

複
式
簿
記
に
お
い
て
も
勘
定
の
主
た
る
帳
簿
は
大
帳
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
両
方
法

と
も
異
な
る
こ
と
で
は
な
い
。

十
二

し
か
し
、
単
式
簿
記
の
大
帳
に
は
他
人
と
の
取
引
を
記
入
す
る
だ
け
で
あ
る
。
複
式

簿
記
の
大
帳
に
は
、
取
引
を
行
う
都
度
そ
の
取
引
の
種
類
と
そ
の
取
引
か
ら
生
ず
る
費
用

や
収
益
の
結
果
を
記
入
す
る
。

十
三

従
っ
て
、
複
式
簿
記
の
大
帳
は
借
貸
の
人
と
の
勘
定
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
取
引

で
取
り
扱
っ
た
商
品
並
び
に
損
益
の
生
ず
る
原
因
ま
で
も
全
て
皆
こ
れ
を
勘
定
と
し
て
そ

こ
に
記
入
す
る
こ
と
と
な
る
。

十
四

一
般
的
に
は
、
複
式
簿
記
に
お
い
て
も
金
銀
出
入
帳
、
手
形
帳
を
使
う
こ
と
は
単
式

簿
記
と
同
様
で
あ
る
が
、
金
銭
や
手
形
に
つ
い
て
実
際
に
示
す
の
は
大
帳
の
勘
定
で
あ
る
。

十
五

複
式
簿
記
に
主
と
し
て
用
い
る
帳
簿
を
三
つ
に
分
け
、
日
記
帳
、
清
書
帳
、
大
帳
と

す
る
。

十
六

時
に
は
、
日
記
帳
と
清
書
帳
と
を
一
つ
に
し
て
両
用
兼
ね
る
こ
と
も
あ
る
。
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日
記
帳
の
こ
と

十
七

日
記
帳
は
帳
簿
の
原
簿
（
注

）
で
あ
り
、
取
引
の
手
続
き
を
日
付
順
に
従
っ
て
記

6

入
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
八

そ
の
記
入
の
仕
方
は
、
簡
単
に
し
て
解
り
や
す
く
、
少
し
も
不
明
瞭
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
余
計
な
こ
と
を
記
入
し
て
読
む
人
の
心
を
惑
わ
し
た
り
、
あ
る

い
は
、
言
葉
足
ら
ず
で
誤
解
を
生
ず
る
こ
と
な
ど
は
い
ず
れ
も
良
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

清
書
帳
【
仕
訳
帳
】
の
こ
と

十
九

清
書
帳
は
、
こ
れ
を
日
記
帳
と
併
せ
ず
別
に
使
う
時
は
日
記
帳
と
大
帳
と
の
間
の
帳

簿
で
あ
る
。

二
十

そ
の
役
割
は
、
全
て
の
取
引
を
大
帳
に
記
入
す
る
前
に
そ
の
借
貸
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。

二
十
一

各
取
引
の
借
貸
を
決
め
る
こ
と
を
名
付
け
て
仕
訳
と
い
う
。

大
帳
の
こ
と

二
十
二

大
帳
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
全
て
を
記
録
す
る
帳
簿
で
あ
る
。
こ
れ
を
簿
記
の

仕
上
げ
の
帳
簿
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
三

取
引
で
総
勘
定
の
必
要
な
事
柄
は
全
て
大
帳
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
時
点
の
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資
産
と
負
債
と
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
に
つ
い
て
損
益
の
あ
る
か
な
い

か
ま
で
も
こ
の
帳
簿
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
四

こ
の
よ
う
に
他
の
帳
簿
の
記
録
を
集
め
て
大
帳
に
記
入
す
る
こ
と
を
名
付
け
て
写

し
【
転
記
】
と
い
う
。

次
に
こ
の
三
つ
の
帳
簿
の
例
を
挙
げ
て
、
一
つ
の
取
引
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
記
録

の
仕
方
を
示
す
の
で
、
こ
れ
で
こ
の
用
法
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

（
注

）
『
小
帳
』
「
大
帳
」
に
対
し
て
使
わ
れ
、
こ
こ
で
は
「
売
帳
」
や
「
仕
入
帳
」
な

3

ど
を
指
し
て
い
る
。

（
注

）
『
初
編
の
第
三
章
と
第
二
編
の
第
三
章
』
巻
四
、
一
頁
『
訳
者
付
記
』
参
照
。

4

（
注

）
『
借
の
方
』
（
か
り
の
ほ
う
）
「
借
方
」
と
い
う
用
語
は
初
編
で
一
度
使
っ
て
い
る

5

が
、
そ
の
後
全
く
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
か
り
の
ほ
う
」

と
読
ん
で
お
き
た
い
。

（
注

）
『
原
簿
』
原
文
に
は
「
元
帳
」
と
あ
っ
た
が
、
文
章
の
流
れ
か
ら
「
原
簿
」
と
訳

6

し
た
。
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明

治

六

年

日

記

帳

一

月

一

日

東
京

ゝ

山
城
屋
よ
り
仕
入
れ
代
金
掛
け

麦
粉

五
百
俵

単
価
一
○
円
也

五
、
○
○
○

二

日

ゝ

大
和
屋
へ
売
上
げ
代
金
現
金

麦
粉

百
俵

単
価
一
○
円
五
○
銭
也

一
、
○
五
○

転記
日

円
銭

済
の

の

の
付

位
位

印
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明

治

六

年

清

書

帳
【
仕
訳
帳
】

一

月

一

日

借

貸

一
頁

商
品

借

五
、
○
○
○

二
頁

山
城
屋
へ

五
、
○
○
○

二
日

三
頁

現
金

借

一
、
○
五
○

一
頁

商
品
へ

一
、
○
五
○

大
大

円
銭

円

帳
帳

の
の

の

の
貸
に

位
位

位

頁
と
借

数
な
又

る
は
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大

帳
【
元
帳
】

借

商

品

貸

一
月

一
日

山
城
屋
へ

一
頁

五
、
○
○
○

一

月

二
日

現
金
に
て

一
頁

一
、
○
五
○

借
清

貸
清

に
書

に
書

な
帳

な
帳

る
の

る
の

訳
頁

訳
頁

数
数

借

山

城

屋

貸
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一
月

一
日

商
品
に
て

一
頁

五
、
○
○
○

借

現

金

貸

一
月

二
日

商
品
へ

一
頁

一
、
○
五
○

〔
訳
者
注
〕
総
論
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
複
式
簿
記
で
は
一
つ
の
取
引
に
つ
い
て
同
じ
金

額
を
二
重
に
も
三
重
に
も
大
帳
に
記
入
し
て
、
互
い
に
相
対
し
て
そ
の
結
果
を
知
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
の
大
帳
に
あ
る
借
貸
は
日
本
流
に
考
え
て
、
た
だ
他
店
へ

の
借
貸
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
取
引
の
商
品
も
現
金
も
一
人
の
人
の
こ
と

と
見
て
、
仮
に
、
こ
の
商
品
の
二
字
を
商
品
預
か
り
人
と
解
釈
し
、
現
金
の
二
字
を

金
庫
預
か
り
人
と
解
釈
す
れ
ば
初
め
て
学
ぶ
人
に
も
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
大
帳
に
お
い
て
商
品
の
勘
定
で
山
城
屋
へ
五
千
円
借
と
い
う
こ
と
は
、
商

品
の
預
か
り
人
が
山
城
屋
か
ら
掛
け
で
五
千
円
の
商
品
を
買
い
、
そ
の
代
金
を
ま
だ
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支
払
っ
て
い
な
い
た
め
に
『
借
』
で
あ
る
。
現
金
に
て
千
五
十
円
貸
と
は
、
現
金
で

そ
の
商
品
を
大
和
屋
へ
売
り
、
そ
の
代
金
を
金
庫
預
か
り
人
に
手
渡
し
た
の
で
『
貸
』

で
あ
る
。

ま
た
、
山
城
屋
の
勘
定
で
商
品
に
て
五
千
円
貸
と
い
う
の
は
、
こ
の
金
額
の
商
品

を
掛
け
で
売
り
渡
し
、
代
金
は
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
た
め
に
『
貸
』
で
あ
る
。

ま
た
、
現
金
の
勘
定
で
商
品
へ
千
五
十
円
借
と
は
、
金
庫
預
か
り
人
が
商
品
預
か
り

人
よ
り
そ
の
金
額
を
受
け
取
り
、
金
庫
へ
納
め
た
と
い
う
こ
と
で
『
借
』
で
あ
る
。

複
式
簿
記
を
学
ぶ
者
は
、
早
く
理
解
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
考
え
て
も
良
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
後
に
示
す
例
で
見
る
と
良
い
。
最
初
の
日
記
帳
の
例
で
、
『
山
城

屋
よ
り
仕
入
代
金
掛
け
』
と
い
う
の
を
『
掛
け
』
と
の
み
書
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

勘
定
の
学
問
（
注

）
7

商
売
に
必
要
な
も
の
は
そ
の
順
序
、
手
続
き
を
記
す
帳
簿
で
あ
る
と
い
う
け
れ
ど
も
、

二
十
五

『
勘
定
の
学
問
』
の
主
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
大
帳
で
取
引
の
結
果
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
複
式
簿
記
に
お
け
る
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
複
式
簿

記
で
用
い
る
大
帳
で
は
全
て
の
取
引
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
記
録
し
、
い
つ
で
も
取
引
の
内

容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
十
六

大
帳
の
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
定
に
書
か
れ
て
い
る
事
柄
は
、
そ
の
記
録
毎
に
出
し
入
れ

の
事
実
を
示
し
て
お
り
、
資
産
、
負
債
、
収
益
、
費
用
の
四
項
目
の
内
の
一
つ
を
示
し
、
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そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
十
七

但
し
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
と
は
、
勘
定
の
『
借
の
方
』
と
『
貸
の

方
』
と
を
照
合
し
、
そ
の
差
額
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
左
記
に
示
す
。

借

入
金

現

金

出
金

貸

一

月

一

日

元
入
れ

五
、
○
○
○

一
月

一
日

商
品
に
て

二
、
五
○
○

十

五

商
品
へ

一
、
五
○
○

十

日

同

一
、
二
○
○

三

十

同

（
注
８
）

五
、
○
○
○

三
十

伊
賀
屋
に
て

五
○
○

〃

雑
費
に
て

三
○
○

〆
切
り

一
一
、
五
○
○

〆
切
り

四
、
五
○
○

入
金
合
計

一
一
、
五
○
○

出
金
合
計

四
、
五
○
○

二
十
八

現
金
有
り
高
即
ち
資
産

七
、
○
○
○

借

仕
入

商

品

売
上

貸
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一
月

一

日

現
金
へ

二
、
五
○
○

一
月

十

五

現
金
に
て

一
、
五
○
○

十
日

同

一
、
二
○
○

三
十

同

五
、
○
○
○

十
四

伊
賀
屋
へ

一
、
五
○
○

〆
切
り

五
、
二
○
○

〆
切
り

六
、
五
○
○

売
上
代
金
合
計

六
、
五
○
○

仕
入
代
金
合
計

五
、
二
○
○

二
十
九

売
上
利
益
即
ち
収
益

一
、
三
○
○

借

伊
賀
屋
が
当
店
へ
借

伊
賀
屋

当
店
が
伊
賀
屋
へ
借

貸

一
月

三
十

現
金
へ

五
○
○

一
月

十
四

商
品
に
て

一
、
五
○
○

当
店
が
伊
賀
屋
へ
借

一
、
五
○
○

伊
賀
屋
が
当
店
へ
借

五
○
○

三
十
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伊
賀
屋
へ
支
払
う
べ
き
掛
け
残
金
即
ち
負
債

一
、
○
○
○

借

雑

費

貸

一
月

三
十

現
金
へ

三
○
○

三
十
一

雑
費
即
ち
費
用

三
○
○

（
注

）
『
勘
定
の
学
問
』
「
複
式
簿
記
の
記
帳
方
法
は
学
問
で
あ
る
」
と
い
う
福
澤
諭
吉

7

の
考
え
方
を
示
し
た
タ
イ
ト
ル
。
敢
え
て
、
現
代
語
訳
を
し
な
か
っ
た
。

（
注

）
勘
定
口
座
の
摘
要
欄
の
下
方
に
横
線
が
一
本
引
い
て
あ
る
。
原
本
に
あ
る
の
で

8

そ
の
ま
ま
引
い
た
が
、
何
の
た
め
の
線
か
解
ら
な
い
。

右
の
例
に
挙
げ
た
勘
定
口
座
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
全
て
大
帳
に
記
入
す
べ
き
事
柄
で
あ

る
。
た
だ
、
資
本
金
勘
定
だ
け
は
省
略
し
た
。
資
本
金
即
ち
こ
の
帳
簿
の
主
人
た
る
人
物
の

勘
定
で
あ
る
が
、
も
し
、
こ
の
こ
と
を
大
帳
に
記
載
し
て
勘
定
口
座
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、

商
売
の
最
初
に
元
入
れ
し
た
金
額
を
記
載
し
て
、
借
貸
の
勘
定
を
な
す
べ
き
は
ず
の
も
の
で
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あ
る
。

前
例
に
示
す
諸
勘
定
の
内
、
現
金
勘
定
の
最
初
に
元
入
れ
五
千
円
と
あ
る
の
で
、
今
こ
の

例
に
従
っ
て
左
記
の
よ
う
に
差
引
す
れ
ば
簡
単
で
あ
る
が
、
「
勘
定
学
」
の
目
的
は
こ
れ
に

よ
っ
て
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

資
産

手
許
有
り
高

七
、
○
○
○

負
債

伊
賀
屋
よ
り
借

一
、
○
○
○

純
資
産
即
ち
現
在
の
財
産

六
、
○
○
○

収
益

商
品
に
て

一
、
三
○
○

費
用

雑
費
に
て

三
○
○

純
利
益

一
、
○
○
○

最
初
の
元
入
れ
高
【
資
本
金
】

五
、
○
○
○

現
在
の
財
産

六
、
○
○
○



- 3-18 -

以
上
の
こ
と
か
ら
一
般
的
に
次
の
こ
と
が
解
る
。

三
十
二

第
一

勘
定
と
は
、
人
や
商
品
或
い
は
事
柄
に
関
す
る
こ
と
を
記
録
し
て
、
そ
の

結
果
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
十
三

第
二

勘
定
口
座
は
必
ず
二
段
に
分
け
、
一
方
を
『
借
』
と
名
付
け
、
他
方
を
『
貸
』

と
名
付
け
る
。
両
方
共
に
別
々
の
取
引
を
記
入
し
て
そ
の
結
果
を
見
る
。
一
般
的
に
言
え

ば
、
両
方
の
金
額
を
照
合
し
、
そ
の
差
に
よ
っ
て
商
取
引
の
様
子
を
知
り
、
そ
の
大
切
な

結
果
を
分
か
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
十
四

第
三

勘
定
口
座
は
こ
れ
を
二
つ
に
分
類
す
る
。
そ
の
一
は
資
産
と
負
債
を
示
し
、

そ
の
二
は
収
益
と
費
用
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

三
十
五

第
四

取
引
の
純
損
益
は
大
帳
の
収
益
と
費
用
を
示
す
勘
定
口
座
の
内
容
で
明
ら

か
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
な
お
、
ま
た
資
産
と
負
債
を
示
す
勘
定
口
座
の
結
果
を
見
れ
ば
、

そ
の
損
益
は
明
ら
か
に
財
産
の
増
減
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
増
減
に
よ
っ
て
も
損
益
の

多
少
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

借
と
貸
と
の
事

三
十
六

「
借
」
と
「
貸
」
の
字
を
良
く
理
解
し
て
、
そ
の
字
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
簿
記
学
上
大
変
難
解
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
各
簿
記
学
者
た
ち
も
常
に
困
っ

て
い
る
。
あ
る
い
は
、
名
誉
を
重
ん
ず
る
先
生
は
そ
の
才
知
で
世
に
誇
ろ
う
と
、
帳
簿
を

付
け
る
妙
案
を
発
明
し
た
と
し
て
簿
記
学
に
つ
い
て
の
著
述
を
考
え
よ
う
と
す
る
。
そ
し
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て
、
こ
の
方
法
を
用
い
れ
ば
簿
記
学
教
授
の
風
評
を
一
変
し
て
、
将
来
に
亘
り
世
の
た
め

に
平
易
な
帳
簿
の
付
け
方
の
道
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
者
が
い
る
。
学
問
に
苦
し

む
生
徒
が
こ
の
説
明
を
聞
い
て
、
更
に
詳
し
く
尋
ね
れ
ば
先
生
の
言
っ
て
い
る
こ
と
も
ま

た
別
段
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
「
借
り
る
」
と
「
借
り
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
借
」
と
あ
れ
ば
、
全
て
皆
貴
店
か
ら
借
り
た
も
の

で
あ
る
。
「
貸
」
と
あ
れ
ば
、
全
て
皆
貴
店
の
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
貴
店
が

他
店
へ
責
を
負
わ
す
も
の
を
「
借
」
と
し
、
貴
店
へ
の
債
務
を
「
貸
」
と
す
る
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
あ
る
学
者
は
前
の
説
と
相
反
し
て
、
「
借
」
も
「
貸
」
も
そ
の
字
の
意
味
に
よ

り
所
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
簿
記
で
は
「
借
」
と
名
付
け
、
「
貸
」
と
名
付
け
た
も
の

は
、
実
際
は
「
借
」
で
も
「
貸
」
で
も
な
い
。
ま
た
そ
の
場
そ
の
場
に
応
じ
て
そ
の
意
味

が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
者
が
い
る
。

三
十
七

右
の
よ
う
に
簿
記
学
上
の
内
容
の
説
明
の
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け
の
事
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
学
問
の
本
来
の
目
的
に
添
っ
て
こ
れ
を
勘
定
の
事
実
に
基
づ
い
て
使
用
す

れ
ば
、
ど
ち
ら
の
説
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
。

人
々
の
議
論
が
異
な
っ
て
い
て
、
そ
の
方
向
が
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
良
く
こ
の

学
問
の
趣
意
を
理
解
し
て
自
由
に
こ
れ
を
議
論
し
使
用
す
る
者
は
、
即
ち
、
貴
重
な
人
物

で
あ
り
、
自
分
【
諭
吉
】
と
し
て
は
、
も
と
よ
り
こ
れ
を
軽
蔑
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
。
あ
る
い
は
又
、
そ
の
説
を
退
け
自
分
の
説
を
主
張
す
る
つ
も
り
も
な
い
。

元
来
、
学
問
を
説
く
良
い
方
法
は
な
い
も
の
か
と
こ
れ
を
調
べ
る
こ
と
は
、
た
だ
学
問
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上
の
議
論
で
あ
っ
て
事
実
に
関
係
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
簿
記
学
を
教
え
る
人
の
主
と
す

べ
き
と
こ
ろ
は
、
学
問
を
説
く
こ
と
の
上
手
下
手
で
は
な
く
、
学
問
を
理
解
し
こ
れ
を
上

手
に
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

学
習
す
る
者
は
左
記
の
七
箇
条
の
規
則
を
良
く
理
解
し
て
、
こ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
が
な

け
れ
ば
、
商
取
引
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
帳
簿
で
も
「
借
」
と
「
貸
」
と
を
考
え
る
上
で

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

規

則

第
一
則

主
人
【
出
資
者
】

三
十
八

商
売
に
元
入
金
を
出
し
た
主
人
は
、
そ
の
出
資
し
た
金
額
と
取
引
の
結
果
得
た
利

益
を
も
っ
て
「
貸
」
と
し
、
ま
た
、
主
人
の
引
き
受
け
た
負
債
、
店
主
私
用
の
金
額
と
損

失
を
も
っ
て
「
借
」
と
す
る
。

第
二
則

現
金

三
十
九

現
金
の
勘
定
は
、
受
け
取
っ
た
金
額
を
「
借
」
と
し
、
払
い
出
し
た
金
額
を
「
貸
」

と
す
る
。第

三
則

商
品

四
十

売
れ
行
き
を
見
込
ん
で
仕
入
れ
た
商
品
は
、
仕
入
れ
代
金
を
も
っ
て
「
借
」
と
し
、

そ
の
商
品
の
売
上
げ
代
金
を
も
っ
て
「
貸
」
と
す
る
。

第
四
則

受
取
手
形
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四
十
一

受
取
手
形
の
勘
定
は
、
他
店
の
手
形
、
他
店
引
受
の
証
書
、
現
金
引
き
替
え
の
約

定
書
を
当
店
が
受
け
取
っ
た
時
、
そ
の
書
面
の
金
額
を
「
借
」
と
し
、
こ
れ
を
引
き
替
え

る
か
、
又
は
、
他
に
使
用
す
る
時
は
そ
の
金
額
を
「
貸
」
と
す
る
。

第
五
則

支
払
手
形

四
十
二

支
払
手
形
の
勘
定
は
、
当
店
振
り
出
し
の
手
形
、
当
店
引
受
の
証
書
、
そ
の
他
全

て
の
現
金
引
き
替
え
の
約
定
書
を
出
し
た
時
、
そ
の
書
面
の
金
額
を
「
貸
」
と
し
、
こ
れ

を
引
き
替
え
た
時
は
「
借
」
と
す
る
。

第
六
則

他
店

四
十
三

銀
行
そ
の
他
全
て
の
当
店
と
取
引
す
る
他
店
の
勘
定
は
、
そ
の
当
事
者
が
当
店
に

対
し
て
責
務
を
負
う
か
、
あ
る
い
は
、
当
店
か
ら
か
ね
て
よ
り
負
っ
て
い
た
責
務
を
先
方

に
返
し
た
時
「
借
」
と
な
る
。
当
店
が
先
方
に
対
し
て
責
務
を
負
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い

は
、
先
方
か
ら
か
ね
て
よ
り
負
っ
て
い
た
責
務
が
当
店
へ
返
済
さ
れ
た
時
に
は
「
貸
」
と

な
る
。

第
七
則

雑
費

四
十
四

ど
の
よ
う
な
名
目
で
あ
っ
て
も
掛
か
っ
た
費
用
は
そ
の
金
額
を
「
借
」
と
し
、
ど

ん
な
事
柄
で
あ
っ
て
も
収
益
を
得
た
時
は
そ
の
金
額
を
も
っ
て
「
貸
」
と
す
る
。

定
【
さ
だ
め
】

四
十
五

商
取
引
上
の
活
用
資
金
は
「
借
」
で
あ
り
、
売
上
高
は
「
貸
」
で
あ
る
。
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本
文
の
考
慮
す
べ
き
事
項

総
論
の
文

一

本
式
（
注
９
）
の
帳
簿
の
付
け
方
は
、
略
式
（
注
９
）
よ
り
も
優
れ
て
い
て
学
問
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

二

両
方
法
の
相
違
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
。

三

そ
の
相
違
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

四

本
式
（
注
９
）
と
は
ど
の
よ
う
に
名
付
け
れ
ば
よ
い
か
。

五

大
帳
に
記
入
す
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

六

大
帳
に
借
貸
同
じ
金
額
を
記
入
す
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
か
。

七

借
貸
同
じ
金
額
を
記
入
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
人
々
は
ど
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
か
。

八

複
式
簿
記
の
善
し
悪
し
を
疑
問
視
す
る
人
が
い
る
時
、
ど
の
よ
う
に
答
え
た
ら
よ
い
か
。

九

自
分
【
諭
吉
】
の
見
解
に
よ
る
本
書
に
お
け
る
両
方
法
の
相
違
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
。

十

商
売
人
が
複
式
簿
記
を
使
う
の
は
な
ぜ
か
。

十
一

複
式
簿
記
に
お
け
る
主
た
る
帳
簿
は
何
か
。

十
二

複
式
簿
記
の
大
帳
と
単
式
簿
記
の
大
帳
の
相
違
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
。

十
三

複
式
簿
記
の
大
帳
に
は
他
店
勘
定
の
他
何
を
記
入
す
る
の
か
。

十
四

現
金
と
手
形
に
関
す
る
こ
と
は
金
銀
出
入
帳
と
手
形
帳
に
だ
け
記
入
す
る
の
か
。

十
五

複
式
簿
記
で
使
用
さ
れ
る
主
な
三
つ
の
帳
簿
は
何
か
。
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十
六

時
に
三
つ
の
帳
簿
を
二
つ
に
す
る
と
す
れ
ば
、
何
帳
と
何
帳
を
合
わ
せ
た
ら
よ
い
か
。

十
七

日
記
帳
に
は
何
を
記
入
す
る
の
か
。

十
八

日
記
帳
の
書
き
方
は
ど
う
す
べ
き
か
。

十
九

清
書
帳
は
他
の
帳
簿
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

二
十

そ
の
働
き
は
何
で
あ
る
か
。

二
十
一

借
貸
を
定
め
る
こ
と
を
ど
う
名
付
け
た
ら
よ
い
か
。

二
十
二

大
帳
に
は
ど
の
よ
う
な
働
き
が
あ
る
か
。

二
十
三

大
帳
に
は
何
を
記
入
す
る
の
か
。

二
十
四

大
帳
に
記
入
す
る
こ
と
を
ど
う
名
付
け
た
ら
よ
い
か
。

「
勘
定
の
学
問
」
の
文

二
十
五

勘
定
記
入
へ
の
主
た
る
目
的
は
何
で
あ
る
か
。

二
十
六

大
帳
の
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
定
は
何
を
意
味
し
て
い
る
か
。

二
十
七

そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

二
十
八

現
金
の
勘
定
で
借
の
方
が
多
い
と
き
、
貸
と
の
差
は
何
か
。

二
十
九

商
品
の
勘
定
で
貸
の
方
が
多
い
と
き
、
借
と
の
差
は
何
か
。

三
十

他
店
勘
定
で
貸
の
方
が
多
い
と
き
、
借
と
の
差
は
何
か
。

三
十
一

雑
費
の
勘
定
で
借
の
方
が
多
い
と
き
、
貸
と
の
差
は
何
か
。

三
十
二

勘
定
と
は
何
か
。
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三
十
三

勘
定
の
形
式
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

三
十
四

勘
定
は
ど
の
よ
う
に
区
分
し
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
、
こ
れ
を
区
分
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
示
す
の
か
。

三
十
五

勘
定
記
入
か
ら
得
ら
れ
る
純
損
益
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
と
合
致
す
れ
ば
そ
の
結

果
が
正
し
い
と
判
断
で
き
る
の
か
。

三
十
六

勘
定
記
入
の
問
題
点
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

三
十
七

複
式
簿
記
で
実
際
に
帳
簿
に
記
載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
者
に
よ
っ
て
そ
の
方

法
の
異
な
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

三
十
八

出
資
者
は
何
を
借
と
し
、
何
を
貸
と
す
る
か
。

三
十
九

現
金
の
勘
定
は
何
を
借
と
し
、
何
を
貸
と
す
る
か
。

四
十

商
品
勘
定
で
は
ど
う
か
。

四
十
一

受
取
手
形
勘
定
で
は
ど
う
か
。

四
十
二

支
払
手
形
勘
定
で
は
ど
う
か
。

四
十
三

他
店
勘
定
で
は
ど
う
か
。

四
十
四

雑
費
の
勘
定
で
は
ど
う
か
。

四
十
五

借
貸
の
定
義
を
ど
う
す
る
か
。

（
注
９
）
『
本
式
・
略
式
』
は
「
複
式
簿
記
・
単
式
簿
記
」
と
訳
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は

文
の
流
れ
か
ら
「
本
式
・
略
式
」
の
ま
ま
と
し
た
。
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「
掛
け
取
引
記
入
帳
」
の
こ
と

掛
け
取
引
の
記
入
帳
は
、
取
引
そ
の
ま
ま
に
そ
の
内
容
に
従
っ
て
各
勘
定
に
記
入
し
、
先

方
の
取
引
先
に
対
し
て
借
と
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
貸
と
な
っ
た
り
し
て
、
代
金
の
決
済

が
済
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
掛
け
取
引
で
そ
の
取
引
高
が
次
第
に
多
く
な

る
時
は
、
互
い
の
支
払
金
額
を
計
算
し
て
そ
の
過
不
足
の
差
額
を
支
払
い
、
互
い
に
損
失
を

出
さ
な
い
が
た
め
に
、
掛
け
取
引
の
記
入
帳
の
書
き
付
け
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
支

払
金
額
を
計
算
す
る
方
法
は
、
一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る
算
術
の
本
に
も
あ
る
が
、
拙
著
「
大

学
用
帳
合
之
法
」
に
も
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。
左
記
に
示
す
掛
け
取
引
の
記
入
帳
は
そ
の

最
も
簡
単
な
例
で
あ
る
。

丸

屋

善

八

様

福
澤
諭
吉

掛
け
取
引

明

治

六
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七

月

一
日

帳
合
之
法
初
編

二
十
四
部

六
五
銭
也

一
五

六
○

〃

〃

同

二
編

十
二
部

六
五
銭

七

八
○

〃

十
二

西
洋
事
情
初
編

五
十
部

七
五
銭

三
七

五
○

〃

十
五

同

二
編

十
五
部

一
円

一
五

八
月

十
日

同

外
編

十
二
部

七
五
銭

九

〃

〃

大
全
世
界
国
つ
く
し

十
二
部

一
円
二
五
銭

一
五

〃

十
五

素
本
世
界
国
つ
く
し

六
十
部

五
○
銭

三
○

〃

廿
日

窮
理
図
解

六
十
部

二
五
銭

一
五

〃

〃

童
蒙
教
草
初
編

六
十
四
部

七
五
銭

四
八

〃

三
十

同

二
編

百
部

三
七
銭
五
厘

三
七

五
○

〃

〃

啓
蒙
手
習
之
文

三
十
部

二
五
銭

七

五
○

〃

〃

万
国
一
覧

六
十
部

一
○
銭

六

〃

〃

改
暦
弁

六
百
部

三
銭
三
厘

一
九

八
○

〃

〃

条
約
十
一
国
紀

二
十
部

七
銭
五
厘

一

五
○

〃

〃

西
洋
旅
案
内

三
十
部

三
七
銭
五
厘

一
一

二
五

〃

〃

英
国
議
事
院
談

十
部

四
四
銭

四

四
○

〃

〃

学
問
の
す
ゝ
め

五
十
五
部

四
銭

二

二
○

二
八
三

○
五

貸

七

月

十
日

現
金
に
て

一
○
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〃

十
五

同

一
三
五

八
月

一
日

同

五
○

一
九
五

差
引
不
足

八
八

○
五

（
注

）
日
付
の
欄
は
、
原
本
で
は
横
書
き
で
あ
る
が
読
み
や
す
く
す
る
た
め
縦
書
き
と

10

し
た
。

（
注

）
『
七
月
十
五
日
』
及
び
『
差
引
不
足
』
の
金
額
記
載
に
間
違
い
が
あ
っ
た
が
、
訂

11

正
し
て
正
し
い
金
額
を
記
載
し
た
。
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第
一
章

日
記
帳
、
清
書
帳
【
仕
訳
帳
】
、
大
帳
を
用
い
、
仕
訳
、
総
勘
定
等
の
記
入
の
方
法
を

示
す
。
但
し
、
商
売
は
利
益
の
出
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

端
書
き

左
記
に
示
す
第
一
章
の
例
は
、
商
取
引
の
最
も
簡
単
な
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の

言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
述
の
七
箇
条
の
規
則
を
明
解
に
し
て
、
学
ぶ
者
が
次
第
に
帳

簿
に
記
入
す
る
極
意
を
得
る
た
め
の
手
引
き
書
で
あ
る
。

全
て
取
引
は
、
そ
の
事
実
が
起
き
た
順
に
従
っ
て
ま
ず
こ
れ
を
日
記
帳
に
記
入
す
る
。
即

ち
、
取
引
の
あ
り
の
ま
ま
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
記
録
を
清
書
帳
に
転
記
し
、
清

書
帳
よ
り
大
帳
に
転
記
す
る
。

取
引
を
清
書
帳
に
記
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
心
掛
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
第
一
は
、
そ
の

取
引
に
関
す
る
人
か
、
又
は
、
物
か
を
定
め
る
こ
と
。
第
二
は
、
そ
の
人
、
又
は
、
物
の
取

引
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
第
三
は
、
既
に
人
か
物
か
も
定
ま
り
、
ま
た
、
取
引
の

内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
は
、
七
箇
条
の
規
則
に
従
っ
て
借
貸
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
右
の
日
記
帳
の
最
初
に
、
山
城
屋
か
ら
掛
け
で
麦
粉
千
俵
買
う
と
あ
る
。
こ
こ
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で
こ
の
取
引
に
関
す
る
も
の
は
山
城
屋
と
麦
粉
で
あ
る
。
こ
の
取
引
に
関
す
る
内
容
を
見
て

み
る
と
、
こ
の
帳
簿
の
主
は
山
城
屋
に
対
し
て
借
り
と
な
り
、
麦
粉
は
そ
の
原
価
分
だ
け
店

主
に
対
し
て
こ
の
借
り
高
だ
け
負
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
規
則
に
従
っ
て
こ
れ
を

見
れ
ば
、
第
六
則
に
他
店
の
勘
定
は
当
店
が
そ
の
店
に
対
し
て
責
務
を
負
う
時
は
「
貸
し
で

あ
る
」
と
あ
る
。

ま
た
、
第
三
則
に
商
品
は
そ
の
原
価
を
も
っ
て
「
借
り
と
す
る
」
と
あ
る
。
仕
訳
の
仕
方

と
し
て
は
、
「
借
」
を
先
に
記
入
し
て
、
「
貸
」
を
後
に
記
入
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
麦

粉
借
六
千
円
、
山
城
屋
へ
六
千
円
と
記
入
す
る
。
こ
れ
を
大
帳
に
転
記
す
る
に
は
、
麦
粉
と

山
城
屋
と
は
別
に
そ
の
勘
定
の
口
座
を
設
け
、
麦
粉
を
「
借
」
と
し
、
山
城
屋
を
「
貸
」
と

す
る
。

ま
た
、
大
帳
に
は
、
月
日
と
金
額
を
記
入
す
る
だ
け
で
取
引
の
内
容
が
解
れ
ば
よ
い
の
で
、

他
の
こ
と
を
書
く
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
取
引
を
解
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
清
書
帳
の
借

貸
の
一
方
を
写
し
て
、
こ
れ
を
そ
こ
に
記
入
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、

日
記
帳
の
上
に
あ
る
〔ゝ

〕
の
印
は
、
日
記
帳
に
記
入
し
た
順
序
に
従
っ
て
こ
れ
を
清
書
帳

に
転
記
す
る
時
、
す
ぐ
に
そ
の
部
分
に
付
け
て
転
記
し
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
清
書
帳
の
上
に
あ
る
頁
数
の
文
字
は
、
清
書
帳
の
内
容
を
大
帳
に
転

記
す
る
時
、
大
帳
の
頁
数
を
記
入
し
、
こ
の
内
容
は
大
帳
の
何
頁
に
転
記
し
、
そ
の
内
容
は

何
頁
に
転
記
し
た
と
い
う
目
印
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
帳
の
金
額
の
上
に
あ
る
頁

数
の
文
字
は
清
書
帳
の
頁
数
で
あ
り
、
こ
の
金
額
の
取
引
は
清
書
帳
の
何
頁
か
ら
転
記
し
た

と
の
目
印
で
あ
る
。
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ま
た
、
大
帳
の
勘
定
に
つ
い
て
は
記
入
す
る
け
れ
ど
も
、
掛
け
勘
定
に
つ
い
て
は
締
め
切

ら
ず
に
お
き
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
知
る
た
め
に
は
口
座
毎
に
借
の
方
で
あ
っ
て
も
、
貸

の
方
で
あ
っ
て
も
余
白
の
広
い
方
に
〔
ペ
ン
シ
ル
〕
《
西
洋
の
石
筆
又
は
ポ
ト
ロ
ヲ
ト
と
も

い
う
》
（
注

）
で
仮
に
出
し
入
れ
の
差
を
記
載
し
て
お
く
。
次
に
、
そ
の
詳
細
を
知
る
た

12

め
に
は
四
十
頁
（
注

）
の
総
勘
定
の
書
き
付
け
よ
う
に
す
る
。
但
し
、
大
帳
の
結
果
を
示

13

す
こ
と
は
こ
の
章
の
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
詳
細
は
第
二
章
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
こ
で
簿
記
を
勉
強
す
る
者
は
全
て
本
書
に
あ
る
練
習
問
題
を
行
い
、
一
つ
と
し
て
解
ら

な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
既
に
勉
強
し
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
進
ん
で
新
し
い
章
を
勉
強
し
よ
う
と
す
る
の
は
学
ぶ
者
と
し
て
決

し
て
や
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
注

）
《
》
内
の
一
文
（
二
行
）
は
、
本
文
で
は
一
行
の
ス
ペ
ー
ス
に
二
行
で
小
さ
く
書

12

き
、
注
釈
の
ご
と
き
で
あ
る
。
こ
の
現
代
語
訳
書
で
は
《
》
書
き
と
し
た
。

（
注

）
『
四
十
頁
』
こ
の
現
代
語
訳
書
で
は
四
十
七
頁
。

13
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明

治

六

年

章一

日

記

帳

第

東
京
三
田

一

月

一

日

福
澤
諭
吉

山
城
屋
よ
り
買
付
代
金
掛
け

ゝ

麦
粉

千
俵

単
価
六
円
○
○
銭
也

六
、
○
○
○

二

日

大
和
屋
へ
売
上
代
金
現
金

ゝ

麦
粉

三
百
俵

単
価
六
円
五
○
銭
也

一
、
九
五
○

五

日

河
内
屋
へ
売
上
代
金
掛
け

ゝ

麦
粉

二
百
五
十
俵

単
価
七
円
○
○
銭
也

一
、
七
五
○

七

日

和
泉
屋
へ
売
上
代
金
三
十
日
限
同
人
振
出
手
形
受
取
り

ゝ

麦
粉

百
五
十
俵

単
価
七
円
也

一
、
○
五
○
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十

日

大
坂
屋
よ
り
買
付
代
金
六
十
日
限
当
店
振
出
手
形
支
払
い

ゝ

小
麦

五
百
俵

単
価
一
円
也

五
○
○

十
二
日

伊
賀
屋
へ
売
上
代
金
現
金

ゝ
小
麦

百
俵

単
価
一
円
二
五
銭
也

一
二
五

○
○

麦
粉

百
俵

六
円
七
五
銭

六
七
五

○
○

八
○
○

十
四
日

ゝ

帳
面
筆
紙
購
入
代
金
現
金
支
払
い

五
○

十
五
日

伊
勢
屋
よ
り
買
付
代
金
現
金

ゝ

麦
粉

三
百
俵

単
価
五
円
也

一
、
五
○
○

十
七
日

志
摩
屋
へ
売
上
代
金
現
金

ゝ

麦
粉

百
俵

単
価
六
円
也

六
○
○

十
八
日

尾
張
屋
よ
り
買
付
代
金
掛
け

ゝ

大
麦

千
俵

単
価
七
五
銭
也

七
五
○

二
十
日

三
河
屋
へ
売
上
代
金
五
日
限
同
人
振
出
手
形
受
取
り
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ゝ

大
麦

五
百
俵

単
価
八
○
銭
也

四
○
○

○
○

小
麦

百
俵

一
円
一
五
銭

一
一
五

○
○

五
一
五

二
十
二
日

遠
州
屋
へ
売
上
代
金
現
金

ゝ

麦
粉

四
百
俵

単
価
六
円
也

二
、
四
○
○

○
○

小
麦

三
百
俵

一
円
一
○
銭

三
三
○

○
○

二
、
七
三
○

二
十
五
日

駿
河
屋
よ
り
買
付
代
金
掛
け

ゝ

麦
粉

千
五
百
俵

単
価
五
円
五
○
銭
也

八
、
二
五
○

二
十
七
日

甲
州
屋
へ
売
上
代
金
掛
け

ゝ

麦
粉

千
俵

単
価
六
円
○
○
銭
也

六
、
○
○
○

二
十
八
日

ゝ

三
河
屋
手
形
決
済
現
金
受
取
り

五
一
五

二
十
九
日

伊
豆
屋
へ
売
上
代
金
現
金

ゝ

麦
粉

五
百
俵

単
価
五
円
七
五
銭
也
二
、
八
七
五

○
○

大
麦

五
百
俵

九
○
銭

四
五
○

○
○

三
、
三
二
五

三
十
日

ゝ

書
記
官
給
料
五
十
円
、
家
賃
五
十
円
支
払
い

一
○
○
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三
六
、
三
八
五

明

治

六

年

章一

清

書

帳
【
仕
訳
帳
】

第

一

月

一

日

借

貸

一
頁

麦
粉

借

六
、
○
○
○

二
頁

山
城
屋
へ

六
、
○
○
○

麦
粉
原
価
六
千
円
は
第
三
則
に
従
い

借
、
当
店
は
山
城
屋
へ
借
で
あ
る
か

ら
山
城
屋
は
第
六
則
に
従
い
貸

二
日

三
頁

現
金

借

一
、
九
五
○
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一
頁

麦
粉
へ

一
、
九
五
○

現
金
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
か
ら

第
二
則
に
従
い
借
、
麦
粉
は
こ
れ
を

売
上
げ
、
代
金
を
受
け
取
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
第
三
則
に
従
い
売
上
代
金

は
貸

五
日

四

頁

河
内
屋

借

一
、
七
五
○

一
頁

麦
粉
へ

一
、
七
五
○

河
内
屋
は
当
店
へ
負
債
を
負
う
こ
と

に
な
る
の
で
第
六
則
に
従
い
借
、
麦

粉
第
三
則
に
従
い
売
上
代
金
は
貸

七
日

四

頁

受
取
手
形

借

一
、
○
五
○

一
頁

麦
粉
へ

一
、
○
五
○

受
取
手
形
は
第
四
則
に
従
い
借
、
麦

粉
は
第
三
則
に
従
い
貸

十
日

五
頁

小
麦

借

五
○
○

六
頁

支
払
手
形
へ

五
○
○
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小
麦
は
第
三
則
に
従
い
借
、
支
払
手

形
は
第
五
則
に
従
い
貸

十
二
日

三

頁

現
金

借

八
○
○

五

頁

小
麦
へ

一
二
五

一
頁

麦
粉
へ

六
七
五

現
金
は
第
二
則
に
従
い
借
、
小
麦
と

麦
粉
は
第
三
則
に
従
い
貸

十
四
日

六

頁

雑
費

借

五
○

三
頁

現
金
へ

五
○

雑
費
は
第
七
則
に
従
い
借
、
現
金
は

第
二
則
に
従
い
貸

十
五
日

一

頁

麦
粉

借

一
、
五
○
○

三
頁

現
金
へ

一
、
五
○
○

麦
粉
は
第
三
則
に
従
い
借
、
現
金
は

第
二
則
に
従
い
貸

十
七
日

三
頁

現
金

借

六
○
○
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二
頁

麦
粉
へ

六
○
○

現
金
は
第
二
則
に
従
い
借
、
麦
粉
は

第
三
則
に
従
い
貸

十
八
日

七

頁

大
麦

借

七
五
○

七
頁

尾
張
屋
へ

七
五
○

大
麦
は
第
三
則
に
従
い
借
、
尾
張
屋

は
第
六
則
に
従
い
貸

二
十
日

四

頁

受
取
手
形

借

五
一
五

七

頁

大
麦
へ

四
○
○

五
頁

小
麦
へ

一
一
五

受
取
手
形
は
第
四
則
に
従
い
借
、
大

麦
と
小
麦
は
第
三
則
に
従
い
貸

二
十
二
日

三

頁

現
金

借

二
、
七
三
○

二

頁

麦
粉
へ

二
、
四
○
○

五
頁

小
麦
へ

三
三
○

現
金
は
第
二
則
に
従
い
借
、
麦
粉
と

小
麦
は
第
三
則
に
従
い
貸
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二
十
五
日

一
頁

麦
粉

借

八
、
二
五
○

八
頁

駿
河
屋
へ

八
、
二
五
○

麦
粉
は
第
三
則
に
従
い
借
、
駿
河
屋

は
第
三
則
に
従
い
貸

二
十
七
日

八
頁

甲
州
屋

借

六
、
○
○
○

二
頁

麦
粉
へ

六
、
○
○
○

甲
州
屋
は
第
六
則
に
従
い
借
、
麦
粉

は
第
三
則
に
従
い
貸

二
十
八
日

三

頁

現
金

借

五
一
五

四
頁

受
取
手
形
へ

五
一
五

現
金
は
第
二
則
に
従
い
借
、
受
取
手

形
は
第
四
則
に
従
い
貸

二
十
九
日

三

頁

現
金

借

三
、
三
二
五

二

頁

麦
粉
へ

二
、
八
七
五

七
頁

大
麦
へ

四
五
○

現
金
は
第
二
則
に
従
い
借
、
麦
粉
と
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大
麦
は
第
三
則
に
従
い
貸

三
十
日

六

頁

雑
費

借

一
○
○

三
頁

現
金
へ

一
○
○

雑
費
は
第
七
則
に
従
い
借
、
現
金
は

第
二
則
に
従
い
貸

三
六
、
三
八
五

三
六
、
三
八
五

章一

大

帳
【
元
帳
】

第借

仕
入
原
価

麦

粉

売
上
代
金

貸
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明
治

明
治

六

六

一
月

一
日

山
城
屋
へ

一
頁

六
、
○
○
○

一

月

二
日

現
金
に
て

一

頁

一
、
九
五
○

〃

十
五

現
金
へ

四
頁

一
、
五
○
○

〃

五
日

河
内
屋
に
て

二

頁

一
、
七
五
○

〃

廿
五

駿
河
屋
へ

六
頁

八
、
二
五
○

〃

七
日

受
取
手
形

に
て

二

頁

一
、
○
五
○

〃

十
二

現
金
に
て

三

頁

六
七
五

〃

十
七

同

四

頁

六
○
○

売
上
代
金
一
七.

、
三
○
○

〃

廿
二

同

六

頁

二
、
四
○
○

仕
入
原
価
一
五
、
七
五
○

〃

廿
七

甲
州
屋
に
て

六

頁

六
、
○
○
○

〃

廿
九

現
金
に
て

七
頁

二
、
八
七
五

売
上
利
益

一
、
五
五
○

一
七.

、
三
○
○

山

城

屋

借

山
城
屋
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定

当
店
へ
向
け
て
山
城
屋
の
勘
定

貸

（
注

）

明
治

14
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山
城
屋
へ
当
店
の
借

六

六
、
○
○
○

一
月

一
日

麦
粉
に
て

一
頁

六
、
○
○
○

現

金

借

受
取
入
金

支
払
出
金

貸

明
治

明
治

六

六

一

月

二

日

麦
粉
へ

一

頁

一
、
九
五
○

一
月

十
四

雑
費
に
て

四
頁

五
○

〃

十

二

小
麦
並
び
に
麦
粉
へ

三

頁

八
○
○

〃

十
五

麦
粉
に
て

四
頁

一
、
五
○
○

〃

十

七

麦
粉
へ

四

頁

六
○
○

〃

三
十

雑
費
に
て

八
頁

一
○
○

〃

廿

二

麦
粉
並
び
に
小
麦
へ

六

頁

二
、
七
三
○

一
、
六
五
○

〃

廿

八

受
取
手
形
へ

七

頁

五
一
五

〃

廿
九

麦
粉
並
び
に
大
麦
へ

七
頁

三
、
三
二
五

入
金

九
、
九
二
○

九
、
九
二
○

出
金

一
、
六
五
○

有
高

八
、
二
七
○
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河

内

屋

借

河
内
屋
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定

当
店
へ
向
け
て
河
内
屋
の
勘
定

貸

明
治

六

（
注

）
14

一
月

五
日

麦
粉
並
び
に
大
麦
へ

二
頁

一
、
七
五
○

当
店
へ
河
内
屋
の
借

一
、
七
五
○

受

取

手

形

借

他
店
の
手
形
受
取
高

他
店
の
手
形
決
済
高

貸

明
治

明
治

六

六

一
月

七
日

麦
粉
へ

二

頁

一
、
○
五
○

一
月

廿
八

現
金
に
て

七
頁

五
一
五

〃

二
十

大
麦
並
び
に
小
麦
へ

五
頁

五
一
五

手
形
受
取
高
一
、
五
六
五

一
、
五
六
五

同
決
済
高

五
一
五
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同
有
高

一
、
○
五
○

小

麦

借

仕
入
原
価

売
上
代
金

貸

明
治

明
治

六

六

一
月

十
日

支
払
手
形
へ

三
頁

五
○
○

一
月

十
二

現
金
に
て

三
頁

一
二
五

〃

二
十

受
取
手
形

に
て

五
頁

一
一
五

売
上
代
金

五
七
○

〃

廿
二

現
金
に
て

六
頁

三
三
○

仕
入
原
価

五
○
○

売
上
利
益

七
○

五
七
○

支

払

手

形

借

当
店
の
手
形
決
済
高

当
店
の
手
形
振
出
高

貸

明
治
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六

支
払
残
の
手
形

五
○
○

一
月

十
日

小
麦
に
て

三
頁

五
○
○

雑

費

借

雑
費
支
払
高

貸

明
治

六一
月

十
四

現
金
へ

四

頁

五
○

〃

三
十

同

八
頁

一
○
○

雑
費
支
払
高

一
五
○

一
五
○

大

麦

借

仕
入
原
価

売
上
代
金

貸

明
治

明
治

六

六

一
月

十
八

尾
張
屋
へ

五
頁

七
五
○

一
月

二
十

受
取
手
形

に
て

五
頁

四
○
○

売
上
代
金

八
五
○

〃

廿
九

現
金
に
て

七
頁

四
五
○
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仕
入
原
価

七
五
○

売
上
利
益

一
○
○

八
五
○

尾

張

屋

借

尾
張
屋
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定

当
店
へ
向
け
て
尾
張
屋
の
勘
定

貸

（
注

）

明
治

14

尾
張
屋
へ
当
店
の
借

六

七
五
○

一
月

十
八

大
麦
に
て

五
頁

七
五
○

駿

河

屋

借

駿
河
屋
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定

当
店
へ
向
け
て
駿
河
屋
の
勘
定

貸

（
注

）

明
治

14

駿
河
屋
へ
当
店
の
借

六

八
、
二
五
○

一
月

廿
五

麦
粉
に
て

六
頁

八
、
二
五
○

甲

州

屋
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借

甲
州
屋
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定

当
店
へ
向
け
て
甲
州
屋
の
勘
定

貸

明
治

（
注

）
14

六

当
店
へ
甲
州
屋
の
借

一
月

廿
七

麦
粉
へ

七
頁

六
、
○
○
○

六
、
○
○
○

（
注

）
こ
の
現
代
語
訳
書
三
十
頁
に
あ
る
『
余
白
の
広
い
方
に
ペ
ン
シ
ル
【
鉛
筆
】
で

14

仮
に
出
し
入
れ
の
差
を
記
載
し
て
お
く
。
』
の
実
際
の
記
述
。

〔
訳
者
注
〕
右
の
例
に
示
す
大
帳
の
勘
定
の
「
貸
の
方
」
の
文
に
何
々
に
て
と
記
載
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
麦
粉
の
勘
定
の
と
こ
ろ
に
『
現
金
に
て
』
『
河
内
屋
に
て
』
と
あ

る
。
こ
の
に
て
の
文
字
は
少
し
解
り
に
く
い
と
思
う
が
、
原
文
の
ま
ま
に
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
そ
の
意
味
を
詳
し
く
言
う
と
、
『
現
金
の
た
め
に
て
』
『
河
内
屋
の

た
め
に
て
』
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
毎
度
注
解
で
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
帳
簿
上

の
借
貸
は
、
そ
の
勘
定
に
記
載
し
た
人
か
物
か
の
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
麦
粉
が
『
現
金
に
て
貸
』
と
い
う
こ
と
は
、
一
月
二
日
大
和
屋
へ
麦
粉
を
売

却
し
、
そ
の
代
金
を
現
金
で
受
け
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
麦
粉
は

大
帳
に
お
い
て
こ
の
現
金
の
た
め
に
貸
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
河
内
屋
に

て
貸
』
と
は
、
同
月
五
日
河
内
屋
へ
麦
粉
を
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
直
ぐ
に
は
受
け
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取
ら
ず
同
店
に
貸
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
麦
粉
は
大
帳
に
お
い
て
こ

の
河
内
屋
の
た
め
に
貸
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
大
帳
の
勘
定
に
細
字
で
掛
け
代
金
を
記
載
す
る
こ
と
、
例
え
ば
、
最
初
の

麦
粉
の
勘
定
の
下
段
に
一
七
、
三
○
○
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
売
上
代
金
の
合
計
と
し

て
一
万
七
千
三
百
円
と
い
う
こ
と
を
仮
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
を
上
段
に
移
し
て
そ
の
金
額
か
ら
一
五
、
七
五
○
を
引
い
て
い
る
の

は
、
売
上
代
金
か
ら
仕
入
原
価
を
差
し
引
い
て
残
額
を
利
益
と
し
て
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
差
し
引
き
の
こ
と
は
本
文
の
端
書
き
に
も
書
い
た
が
、
い
ず
れ
も
仮
に

記
載
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
「
鉛
筆
」
で
書
い
て
も
良
い
こ
と
で
あ
る
。

総
勘
定

右
の
諸
帳
簿
に
よ
っ
て
一
ヶ
月
間
の
取
引
し
た
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
関

係
し
た
勘
定
に
よ
っ
て
そ
の
結
果
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
帳
の
勘
定
は
左
記
の
と
お
り

で
あ
る
。

大
帳
【
元
帳
】
よ
り

平
均
之
改
【
試
算
表
】

借

貸
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一
五
、
七
五
○

仕
入
原
価

麦
粉

売
上
代
金

一
七
、
三
○
○

山
城
屋
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定

山
城
屋

当
店
へ
向
け
て
山
城
屋
の
勘
定

六
、
○
○
○

九
、
九
二
○

受
取
入
金

現
金

支
払
出
金

一
、
六
五
○

一
、
七
五
○

河
内
屋
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定

河
内
屋

当
店
へ
向
け
て
河
内
屋
の
勘
定

一
、
五
六
五

他
店
の
手
形
受
取
高

受
取
手
形

他
店
の
手
形
決
済
高

五
一
五

五
○
○

仕
入
原
価

小
麦

売
上
代
金

五
七
○

当
店
の
手
形
決
済
高

支
払
手
形

当
店
の
手
形
振
出
高

五
○
○

一
五
○

雑
費
支
払
高

雑
費

七
五
○

仕
入
原
価

大
麦

売
上
代
金

八
五
○

尾
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定
（
注

）

尾
張
屋

当
店
へ
向
け
て
尾
の
勘
定

七
五
○

15

駿
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定

駿
河
屋

当
店
へ
向
け
て
駿
の
勘
定

八
、
二
五
○

六
、
○
○
○

甲
へ
向
け
て
当
店
の
勘
定

甲
州
屋

当
店
へ
向
け
て
甲
の
勘
定

三
六
、
三
八
五

借
貸
一
致

三
六
、
三
八
五

（
注

）
『
尾
』
は
尾
張
屋
の
こ
と
。
『
駿
』
は
駿
河
屋
、
『
甲
』
は
甲
州
屋
。

15

右
の
書
き
付
け
を
名
付
け
て
「
平
均
ノ
改
」
と
言
う
。
即
ち
、
こ
の
書
き
付
け
の
趣
旨
は
、

大
帳
に
あ
る
借
の
金
額
と
貸
の
金
額
と
が
一
致
し
て
間
違
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
改
め
正
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す
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
で
こ
の
よ
う
に
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
大
帳
に
お
い
て

借
貸
の
金
額
は
互
い
に
一
致
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
定
に
は
随
分
誤
り
が
あ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
こ
の
「
平
均
ノ
改
」
で
必
ず
大
帳
に
間
違
い
は
な
い
と
の
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
ま
ず
こ
の
書
き
付
け
の
方
法
に
よ
れ
ば
大
概
の
こ
と
に
は
誤
り
の
な
い
こ
と
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
こ
の
書
き
付
け
の
合
計
金
額
を
見
る
と
、
そ
の
金
額
は
清
書
帳

の
合
計
金
額
と
一
致
す
る
。

も
し
も
、
清
書
帳
か
ら
大
帳
へ
転
記
す
る
時
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ
の
合
計
金
額
が
互
い

に
一
致
す
る
は
ず
は
な
い
。
ま
た
、
清
書
帳
の
合
計
金
額
は
日
記
帳
の
合
計
金
額
と
一
致
す

る
の
で
、
取
引
の
元
帳
で
あ
る
日
記
帳
か
ら
清
書
帳
を
経
て
大
帳
に
至
る
ま
で
の
間
に
誤
り

の
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
勘
定
に
お
い
て
誤
り
が
生
ず
る
と
す
れ
ば
、
二
つ
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
清

書
帳
へ
の
記
入
が
違
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
清
書
帳
か
ら
大
帳
へ
転
記
す
る
時
に
間
違

う
か
、
こ
の
二
点
の
他
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
誤
り
を
防
ぐ
た
め
に
、
右
に
記
載
し
た
「
平
均
ノ
改
」
の
書
き
付
け
に
は
、
大
帳
の

締
め
切
り
金
額
を
示
す
た
め
に
そ
の
総
合
計
金
額
を
記
載
し
た
。
も
し
、
日
記
帳
、
清
書
帳

に
関
係
な
く
、
た
だ
大
帳
の
金
額
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
知
る
た
め
に
は
、
そ
の
総
額
を
出

す
に
は
及
ば
ず
、
出
し
入
れ
の
差
の
み
を
記
載
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
例
と
し
て
左
記
に
示
す
。
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借
貸
の
差
を
示
す

平
均
之
改
【
試
算
表
】

借

貸

一

麦
粉

売
上
利
益

収
益

一
、
五
五
○

二

山
城
屋

同
店
へ
当
店
の
借

負
債

六
、
○
○
○

三

現
金

有
り
高

資
産

八
、
二
七
○

四

河
内
屋

当
店
へ
同
店
の
借

資
産

一
、
七
五
○

五

受
取
手
形

有
り
高

資
産

一
、
○
五
○

六

小
麦

売
上
利
益

収
益

七
○

七

支
払
手
形

未
決
済
の
当
店
振
出
し
の
手
形

負
債

五
○
○

八

雑
費

雑
費
支
払
高

費
用

一
五
○

九

大
麦

売
上
利
益

収
益

一
○
○

十

尾
張
屋

同
店
へ
当
店
の
借

負
債

七
五
○

十
一

駿
河
屋

同
店
へ
当
店
の
借

負
債

八
、
二
五
○

十
二

甲
州
屋

当
店
へ
同
店
の
借

資
産

六
、
○
○
○

借
貸
一
致

一
七
、
二
二
○

一
七
、
二
二
○
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こ
の
「
試
算
表
」
に
お
い
て
も
、
借
と
貸
と
の
一
致
を
見
る
こ
と
は
前
述
の
「
試
算
表
」

と
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
但
し
、
こ
の
例
と
し
て
の
「
試
算
表
」
で
は
、
同
じ
勘
定
の
借
か

ら
貸
の
金
額
を
差
し
引
い
た
り
、
貸
か
ら
借
の
金
額
を
差
し
引
い
て
記
入
し
て
い
る
。
こ
の

二
つ
の
方
法
は
各
々
便
利
な
点
が
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
が
良
い
方
法
と
か
、
ど
ち
ら
が
悪
い

方
法
と
か
の
問
題
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
様
式
を
改
め
て
、
両
方
の
良
い
点
を
一
つ
の
表

で
兼
ね
備
え
た
最
も
良
い
例
を
後
に
示
し
た
い
。

借
貸
の
差
を
示
す
「
試
算
表
」
に
お
い
て
は
、
大
帳
の
勘
定
に
記
入
し
て
い
る
項
目
毎
に
、

資
産
、
負
債
あ
る
い
は
収
益
、
費
用
の
四
項
目
の
結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
順
序
、
種
類
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
し
て
明
記
す
る
こ
と

は
、
複
式
簿
記
の
「
善
」
を
尽
く
し
、
「
美
」
を
求
め
る
学
問
の
意
義
を
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
そ
の
意
義
と
は
何
で
あ
る
か
。
純
損
益
は
正
し
く
財
産
の
増
減
に
一
致
す
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
全
く
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

左
記
に
総
勘
定
の
書
き
付
け
を
二
様
式
示
す
の
で
、
学
生
諸
君
は
こ
れ
を
真
面
目
に
練
習

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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資
産
と
負
債
【
貸
借
対
照
表
】

資

産

三

現
金

有
り
高

八
、
二
七
○

○
○

四

河
内
屋

当
店
へ
同
人
の
借

一
、
七
五
○

○
○

五

受
取
手
形

有
り
高

一
、
○
五
○

○
○

十
二

甲
州
屋

当
店
へ
同
人
の
借

六
、
○
○
○

○
○

一
七
、
○
七
○

負

債

二

山
城
屋

同
人
へ
当
店
の
借

六
、
○
○
○

○
○

七

支
払
手
形

未
決
済
の
当
店
の
振
出
の
手
形

五
○
○

○
○

十

尾
張
屋

同
人
へ
当
店
の
借

七
五
○

○
○

十
二

駿
河
屋

同
人
へ
当
店
の
借

八
、
二
五
○

○
○

一
五
、
五
○
○

現
在
の
財
産

一
、
五
七
○
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収
益
と
費
用
【
損
益
計
算
書
】

収

益

一

麦
粉

売
上
利
益

一
、
五
五
○

○
○

六

小
麦

〃

七
○

○
○

九

大
麦

〃

一
○
○

○
○

一
、
七
二
○

費

用

八

雑
費

雑
費
支
払
高

一
五
○

純
利
益

一
、
五
七
○

右
の
二
つ
の
表
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を
前
記
載
例
の
試
算
表
の
番
号
と
比
較
す
れ
ば
、
大

帳
の
勘
定
は
一
項
目
毎
に
漏
ら
さ
ず
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
項
目
の
内
容
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を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
殊
に
、
最
後
の
「
収
益
と
費
用
」
【
損
益
計
算
書
】
の

書
面
を
見
れ
ば
、
複
式
簿
記
は
大
変
便
利
で
あ
る
と
い
う
明
ら
か
な
証
拠
を
得
て
納
得
す
る

で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
、
事
の
意
味
を
深
く
考
え
ず
、
取
引
上
の
収
益
は
た
だ
財
産
を
増
や
し
、
費
用

は
た
だ
財
産
を
減
ら
す
と
、
一
言
で
言
え
ば
そ
の
と
お
り
で
あ
り
間
違
い
で
は
な
い
が
、
簡

単
に
物
事
を
論
じ
て
い
て
は
、
未
だ
簿
記
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ

故
に
、
複
式
簿
記
の
法
則
に
従
っ
て
大
帳
の
記
載
を
し
、
総
勘
定
を
作
成
し
て
損
益
の
様
子

を
明
ら
か
に
し
た
の
が
右
の
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
事
柄
の
証
拠
が
初
め
て
明
ら
か
と
な
り
、

こ
れ
が
学
問
た
る
由
縁
で
あ
る
。

純
利
益
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
仮
に
資
本
金
を
用
意
せ
ず
に
商
売
を
始
め
た
時
の
こ

と
を
考
え
て
み
な
さ
い
。
純
財
産
は
必
ず
純
利
益
と
同
じ
で
あ
る
。
右
の
そ
れ
ぞ
れ
に
明
ら

か
に
し
た
事
か
ら
推
測
し
て
、
左
記
の
定
則
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

定

則

第
一
則

純
利
益
を
知
る
た
め
に
は
、
総
収
益
か
ら
総
費
用
を
差
し
引
く
か
、
又
は
、
最

後
に
、
そ
の
時
の
資
産
か
ら
最
初
の
資
産
を
差
し
引
け
ば
よ
い
。

第
二
則

現
在
の
財
産
を
知
る
た
め
に
は
、
資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
く
か
、
又
は
、
純

利
益
を
純
資
産
に
加
え
れ
ば
よ
い
。
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応
用
問
題

例
題
一

一
助
と
い
う
者
が
、
左
記
の
よ
う
に
元
入
れ
を
し
て
商
売
を
始
め
る
。
即
ち
、
現

金
三
百
円
、
銀
行
預
金
四
千
円
、
商
品
五
千
円
、
手
形
二
千
五
百
円
あ
り
。
こ
の

よ
う
な
元
入
れ
を
し
て
商
売
を
始
め
た
結
果
、
収
益
と
費
用
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
商
品
売
買
に
よ
る
収
益
千
五
百
七
十
五
円
、
流
行
も
の
積
み
出
し
手
数
料

収
益
五
千
円
、
雑
費
三
百
円
、
貸
し
倒
れ
損
失
千
二
百
円

右
の
よ
う
な
時
、
純
利
益
は
い
く
ら
か
、
最
終
的
な
資
産
は
い
く
ら
か
。

答

純
利
益
五
千
七
十
五
円

最
終
資
産
一
万
六
千
八
百
七
十
五
円

例
題
二

二
助
と
い
う
者
が
、
現
金
三
千
七
百
九
十
五
円
八
十
三
銭
の
元
入
れ
を
し
て
商
売

を
始
め
る
。
一
年
後
の
資
産
と
負
債
の
様
子
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
即
ち
、
資

産
の
金
額
は
、
商
品
五
千
七
百
二
十
五
円
、
現
金
三
千
八
百
七
十
五
円
九
十
銭
、

手
形
千
五
百
円
、
貸
付
金
八
千
五
百
円
で
あ
る
。
負
債
金
額
は
、
支
払
手
形
八
千

円
、
借
入
金
三
千
五
百
円
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
時
、
一
年
後
の
同
人
の
財
産
は
ど
れ
だ
け
か
、
ま
た
、
利
益
は
ど

れ
程
か
。

〔
答
〕
一
年
後
の
財
産
八
千
一
百
円
九
十
銭

利
益
四
千
三
百
五
円
七
銭

例
題
三

三
助
と
い
う
者
が
、
全
く
元
入
れ
の
金
が
な
く
商
売
を
始
め
る
。
一
年
後
の
大
帳
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を
見
る
と
そ
の
借
貸
の
様
子
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

借

貸

現
金

四
、
五
○
○

商
品

一
、
五
七
五

山
城
屋

一
、
五
○
○

大
和
屋

一
、
二
○
○

河
内
屋

一
、
八
七
五

和
泉
屋

四
、
七
二
五

受
取
手
形

一
、
九
○
○

支
払
手
形

一
、
一
○
○

雑
費

一
七
五

九
、
二
七
五

九
、
二
七
五

右
の
よ
う
な
時
、
純
利
益
は
ど
れ
程
か
、
ま
た
、
一
年
後
の
資
産
は
ど
れ
程
か
。

（
注

）
こ
こ
で
は
前
二
例
と
異
な
り
答
が
記
載
し
て
な
い
。
商
品
の
貸
金
額
は
売
買
収

16
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益
を
意
味
す
る
の
で
、
利
益
は
一
千
四
百
円
で
あ
り
、
資
産
も
同
額
で
あ
る
。

例
題
四

左
記
の
表
は
、
商
売
を
始
め
て
か
ら
一
年
後
の
様
子
を
示
す
「
試
算
表
」
で
あ
る
。

こ
の
「
試
算
表
」
に
よ
れ
ば
、
収
益
と
費
用
、
資
産
と
負
債
と
の
区
別
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。

借

貸

現
金

一
○
、
三
九
七

六
、
七
九
二

八
四

商
品

五
、
○
○
○

五
、
六
二
○

土
地
建
物

一
○
、
○
○
○

一
二
、
○
○
○

大
坂
屋

四
、
○
○
○

二
、
五
○
○

伊
賀
屋

八
、
○
○
○

九
、
七
五
○

雑
費

一
、
二
○
○

受
取
手
形

七
、
○
○
○

五
、
○
○
○

支
払
手
形

一
、
五
○
○

伊
勢
屋

三
、
四
三
四

一
六

志
摩
屋

一
、
五
○
○

一
、
○
○
○

四
七
、
五
九
七

四
七
、
五
九
七

○
○
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右
の
問
題
並
び
に
次
に
示
す
練
習
問
題
を
解
答
す
る
た
め
に
は
、
三
十
九
頁
（
注

）
に

17

記
載
し
た
総
勘
定
の
様
式
に
従
っ
て
作
成
す
る
こ
と
。

（
注

）
こ
の
現
代
語
訳
書
で
は
五
十
一
～
五
十
三
頁
に
あ
た
る
。

17練
習
問
題

第
一
問

覚
え
書
き

一
月
一
日

元
入
れ
な
く
商
売
を
始
め
る
。
山
城
屋
か
ら
五
千
七
百
五
十
円
の
商
品
を
買

い
取
り
、
代
金
は
掛
け
と
す
る
。

大
和
屋
へ
大
幅
羅
紗
一
尺
五
円
に
て
一
丈
、
錦
織
一
尺
八
円
に
て
三
尺
売
り

渡
し
、
代
金
は
現
金
で
受
け
取
る
。

筆
墨
紙
並
び
に
郵
便
切
手
代
十
円
支
払
い
。

同

二
日

河
内
屋
へ
七
円
五
十
銭
に
て
羅
紗
羽
織
地
一
着
、
二
円
に
て
同
飾
り
装
束
一

揃
い
、
裏
地
木
綿
一
尺
十
二
銭
に
て
五
丈
売
り
渡
し
、
代
金
は
掛
け
。

同

三
日

和
泉
屋
へ
長
靴
一
足
三
円
五
十
銭
に
て
一
箱
二
十
四
足
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
一
尺

五
十
銭
に
て
二
丈
五
尺
売
り
渡
し
、
代
金
は
六
十
日
限
同
店
振
り
出
し
の
手
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形
を
受
け
取
る
。

大
坂
屋
へ
十
円
に
て
メ
リ
ヤ
ス
一
箱
、
形
付
き
更
紗
一
尺
十
銭
に
て
七
丈
五

尺
売
り
渡
し
、
代
金
は
現
金
。

同

五
日

山
城
屋
へ
掛
け
代
金
五
十
円
支
払
い
。

同

七
日

伊
賀
屋
へ
三
千
七
百
円
に
て
綿
羅
紗
並
び
に
襦
袢
地
木
綿
を
送
り
状
で
売
り

渡
し
、
代
金
は
現
金
で
三
千
円
受
け
取
り
、
残
額
は
掛
け
と
す
る
。
〔
訳
者

注
〕

同

九
日

店
舗
家
賃
百
円
支
払
い
。

河
内
屋
よ
り
掛
け
代
金
全
額
＊
＊
＊
円
（
注

)

受
け
取
り
。

18

同

十
日

伊
勢
屋
へ
大
幅
羅
紗
一
尺
三
円
七
十
五
銭
に
て
二
丈
、
ご
絽
一
尺
一
円
に
て

五
丈
売
り
渡
し
、
代
金
は
掛
け
。

同

十
二
日

志
摩
屋
へ
女
も
の
長
靴
一
足
二
円
に
て
十
二
足
、
同
半
靴
一
足
一
円
二
十
五

銭
に
て
一
箱
二
十
四
足
、
男
も
の
長
靴
一
足
四
円
に
て
三
箱
三
十
六
足
売
り

渡
し
、
代
金
は
現
金
。

同

十
四
日

書
記
官
給
料
五
十
円
支
払
い
。

尾
張
屋
へ
襦
袢
一
枚
二
円
に
て
一
組
十
二
枚
、
絹
ご
絽
一
尺
二
十
銭
に
て
一

巻
七
丈
五
尺
、
裏
木
綿
一
尺
十
銭
に
て
一
巻
五
丈
売
り
渡
し
、
代
金
は
現
金
。

同

十
五
日

三
河
屋
よ
り
二
千
五
百
円
に
て
大
幅
羅
紗
を
送
り
状
で
買
い
取
り
、
代
金
は

三
ヶ
月
限
の
当
店
振
り
出
し
の
手
形
を
渡
す
。

遠
州
屋
へ
大
幅
羅
紗
一
尺
三
円
五
十
銭
に
て
二
巻
五
丈
、
羅
紗
一
尺
十
二
銭
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に
て
二
丈
五
尺
売
り
渡
し
、
代
金
は
現
金
。

同

十
六
日

山
城
屋
へ
掛
け
代
金
二
千
円
支
払
い
。

駿
河
屋
へ
裏
木
綿
一
尺
十
五
銭
に
て
十
五
丈
、
大
幅
羅
紗
一
尺
四
円
に
て
五

丈
売
り
渡
し
、
代
金
は
掛
け
。

同

十
八
日

伊
勢
屋
よ
り
掛
け
代
金
全
額
＊
＊
＊
円
（
注

）
受
け
取
り
。

19

甲
州
屋
へ
女
も
の
ゴ
ム
付
き
襦
袢
一
枚
二
円
に
て
三
組
三
十
六
枚
、
男
も
の

襦
袢
一
枚
二
円
二
十
五
銭
に
て
四
組
四
十
八
枚
売
り
渡
し
、
代
金
は
現
金
。

同

二
十
日

伊
豆
屋
へ
洗
い
麻
布
一
尺
七
十
五
銭
に
て
一
巻
五
丈
、
金
巾
【
か
な
き
ん
】

一
尺
十
銭
に
て
三
巻
十
五
丈
、
裏
木
綿
一
尺
十
四
銭
に
て
五
巻
二
十
五
丈
売

り
渡
し
、
代
金
は
現
金
。

同
二
十
一
日

相
模
屋
へ
女
も
の
靴
一
足
二
円
に
て
二
箱
四
十
八
足
、
子
供
靴
一
足
一
円
五

十
銭
に
て
五
箱
六
十
足
売
り
渡
し
、
代
金
は
掛
け
。

同
二
十
二
日

小
雑
用
十
五
円
五
十
銭
支
払
い
。

同
二
十
五
日

伊
賀
屋
よ
り
掛
け
代
金
三
百
五
十
円
受
け
取
り
。

山
城
屋
へ
掛
け
代
金
五
百
円
支
払
い
。

武
蔵
屋
へ
大
幅
羅
紗
一
尺
四
円
に
て
五
丈
、
ご
絽
一
尺
一
円
二
十
五
銭
に
て

七
丈
五
尺
売
り
渡
し
、
代
金
は
掛
け
。

同
二
十
七
日

安
房
屋
へ
白
紗
一
尺
二
十
五
銭
に
て
三
巻
六
丈
、
唐
線
一
尺
十
一
銭
に
て
三

巻
十
二
丈
売
り
渡
し
、
代
金
は
現
金
。

上
総
屋
へ
極
上
フ
ラ
ン
ネ
ル
一
尺
一
円
二
十
五
銭
に
て
四
丈
、
更
紗
一
尺
十
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銭
に
て
八
巻
二
十
五
丈
売
り
渡
し
、
代
金
は
三
十
日
限
同
店
振
り
出
し
の
手

形
受
け
取
り
。

同

三
十
日

下
総
屋
へ
三
千
四
百
五
十
円
に
て
商
品
全
て
仕
入
帳
の
通
り
売
り
渡
し
、
代

金
は
現
金
。

山
城
屋
へ
掛
け
代
金
全
額
三
千
二
百
円
支
払
い
。

（
注

）
金
額
は
各
自
計
算
。
因
み
に
、
答
は
一
五
円
五
十
銭
。

18

（
注

）
金
額
は
各
自
計
算
。
答
は
百
二
十
五
円
。

19平
均
之
改

左
記
に
示
す
「
平
均
ノ
改
」
は
、
前
記
取
引
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
大
帳
の
内
容
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
学
習
す
る
諸
君
が
「
平
均
ノ
改
」
の
記
載
事
項
に
よ
っ
て
総
勘
定
を
作
成

す
る
た
め
に
は
、
第
一
章
で
示
し
た
総
勘
定
作
成
の
方
法
に
従
い
な
さ
い
。

大
帳
の
内
容
を
示
す

平
均
之
改
【
試
算
表
】

借

貸
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山
城
屋

五
、
七
五
○

五
、
七
五
○

商
品

（
注

）

八
、
二
五
○

八
、
九
七
二

四
五

20

現
金

（
注

）

七
、
七
四
八

七
○

五
、
九
二
五

五
○

20

雑
費
（
注

）

一
七
五

五
○

21

河
内
屋

一
五

五
○

一
五

五
○

受
取
手
形

一
七
一

五
○

伊
賀
屋

七
○
○

三
五
○

伊
勢
屋

一
二
五

一
二
五

支
払
手
形

二
、
五
○
○

駿
河
屋

二
二
二

五
○

相
模
屋

一
八
六

武
蔵
屋

二
九
三

七
五

（
注

）

二
三
、
六
三
八

四
五

二
三
、
六
三
八

四
五

20

〔
訳
者
注
〕
覚
え
書
き
七
日
の
取
引
に
お
い
て
送
り
状
で
売
り
渡
す
と
は
、
商
品
を
渡
さ

ず
書
面
【
送
り
状
】
だ
け
で
売
り
渡
し
契
約
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
注

）
『
商
品
』
の
貸
、
『
現
金
』
の
借
の
金
額
は
、
原
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
円
ず
つ
少

20

な
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
集
計
間
違
い
な
の
で
、
こ
の
現
代
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語
訳
書
で
は
訂
正
し
正
し
い
金
額
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
合
計
金
額
も
同
様
に

訂
正
し
た
。

（
注

）
費
用
は
全
て
雑
費
で
処
理
し
て
い
る
。

21

帳
合
之
法
巻
之
三
終
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